
ヤングケアラーハンドブックの
活用について（中学生編）

埼玉県教育局県立学校部人権教育課



ヤングケアラーハンドブックの活用に当たって

埼玉県ケアラー支援条例では、学校を含むヤングケアラーと関わる教育に関する業務を行う関係機関の役割を次の
ように定めています。

つまり、学校では、ヤングケアラーを早期に発見しその実態を把握するとともに、相談支援の実施及び適切な支援
機関へのつなぎを行うことが求められています。

ヤングケアラーについては、生徒自身がヤングケアラーであると認識していない、誰に相談してよいか分からない、
そもそも相談相手がいないなどのため、顕在化しにくく、孤立化してしまうといった実態があります。

そこで、ヤングケアラー本人はもとより、周りの生徒や教職員の理解の促進のため、県福祉部地域包括ケア課がヤ
ングケアラーハンドブック「ヤングケアラーってなに？」を作成しました。
県教育委員会では、本ハンドブックの参考資料を作成しましたので、授業、ホームルーム、相談対応などで御活用

ください。

1 ヤングケアラーと関わる教育に関する業務を行う関係機関は、その業務を通じて日常的にヤング
ケアラーに関わる可能性がある立場にあることを認識し、関わりのある者がヤングケアラーである
と認められるときは、ヤングケアラーの意向を尊重しつつ、ヤングケアラーの教育の機会の確保の
状況、健康状態、その置かれている生活環境等を確認し、支援の必要性の把握に努めるものとする。

2 ヤングケアラーと関わる教育に関する業務を行う関係機関は、支援を必要とするヤングケアラー
からの教育及び福祉に関する相談に応じるとともに、ヤングケアラーに対し、適切な支援機関への
案内又は取次ぎその他の必要な支援を行うよう努めるものとする。



本資料の見方
ページのねらいを

タイトルで示しました。

補足説明を青
枠の吹き出し
で記載してい
ます。

指導のポイント
を「Point」で
示しました。



「ヤングケアラー」について知ろう①

Point
“過度に”という部分を
しっかりと押さえておく
ことで、家庭での自分の
役割として担っていて、
苦しさを感じている生徒
への啓発となると同時に、
お手伝いとの違いが明確
になります。

Point
高齢者の介護に次いで多
いのが母親のケアです。
ケアの対象も、その内容
も様々であることを理解
することが大切です。

【参考資料】
図表２－１、３－１

ヤングケアラーがどん
な役割を担っているか
の例示です。ここにあ

る以外にも“過度に”
家族等の日常生活上の
お世話をしていたらヤ
ングケアラーと考えら
れます。

幼いころからケアの役割
を担うことで、生徒自身
が当然のことと思い込ん
でしまい、潜在化してし
まうという傾向がありま
す。



【参考資料 図表２－１ 図表３－１】

埼玉県ヤングケアラー実態調査



「ヤングケアラー」について知ろう②

Point
ヤングケアラーのニー
ズは多様です。まずは、
良き理解者になること
が重要です。そのため
にも普段から頼ったり
頼られたりできる人間
関係を構築しておくこ
とが大切です。

Point
ヤングケアラーは「大変」
「かわいそう」というイ
メージが先行しがちですが、
自分自身の生活と家族のお
世話のバランスを保ててい
るヤングケアラーもいます。
偏った先入観をもたせない
ようにすることが大切です。

「特別扱いや情けを
かけられるのではな
く普通に接してほし
い。」という意見が
多数あります。一方、
「相談相手が欲し
い。」という意見も
あります。
ニーズにも個人差が
あります。



友達から相談を受けたらどのようにしたらよいか考えよう

Point
ケアによる学校生活へ
の影響も様々です。多
様であることを理解し、
「大変である」という
ように一様に思い込ま
ないことが大切です。

約４割が「影響な
し」と答えています。
本当に負担がない場
合もありますが、負
担であっても日常化
しているため、“当
たり前のこと”と捉
えている場合も考え
られます。

Point
相談相手がいないとい
う回答が約２５％あり
ます。「もし自分だっ
たら誰に相談できそう
か」考えさせておくの
も大切です。

Point
６ページのグラフと関連
して、身近な友達がケア
のことで悩んでいて、自
分に相談されたら何がで
きるか生徒自身に考えさ
せましょう。



相談先①

まずはじっくり話
を聞くということ、
いつもと変わらな
い関わりを続ける
ことが大切です。
５ページの「ヤン
グケアラーの声」
をもう一度確認し
てみましょう。

Point
相談先についての情報
提供です。
６ページで相談相手を
考えた後の資料として
活用できます。

自校の状況に合わ
せて紹介してくだ
さい。



相談先②

Point
相談先についての情
報提供です。
生徒への情報提供や、
相談を受けた際の案
内窓口として活用し
てください。



指導案の例になります。
授業づくりの参考に御活用
ください。
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